釋空満寺通信平成二十八年九月号
　ぶつぶつ　　発責者　田中　誠土

九月の行事
★秋の彼岸法会・先祖供養大祭

日時・九月二十二日（木曜日）

　　　午前十時半 開始予定

ところ・延岡別院

※　詳細は別紙参照ください。

★九月九日（金曜日）の本山面接日は、「重陽の節句」にちなんで、面接開始前に参拝者の健康祈願のお勤めをします。また参拝者全員に節句のお接待を用意しております。

▼重陽とは、花の菊に長寿を祈る日です。陽（奇数）の重なる日が節句の日で、九は奇数でも一番大きな数字で、九の重なる日つまり、九月九日は一番縁起の良い日なのです。

　そしてこの日に、邪気を祓い長生き効果のある菊の花を観賞することが、奈良時代から行われていたようです。

　この縁起の良い日に、当山にどうぞお参りください。

★九月十四日(水）別院にて　夜八時
　龍王祭御水取法会を行います。

　どなた様も参列出来ますので、お誘　

　い合せの上お参加ください。

九月の面接日（大阪はお休みします）
東京地区　二日・三日　
本山　　　九日・十九日

別院　　　十四日・二十七日

熊本地区　十五日　

大牟田・武雄地区十六日・

北九州地区十七日　宮崎地区二十六日
· 霊界通信

今月は彼岸月で、秋の彼岸が九月二十二日です。当山も延岡別院において彼岸法会先祖供養大祭を行います。

　ここであらためて先祖供養について考えたいと思います。

▼古来より日本では先祖崇拝の考え方があり、人が亡くなるとその人の御霊（みたま）は、近在の山の高地や海の沖合の特定な場所に還りそこで過ごしています。正月や盆には現世の家に帰って来て、家族と一緒に過ごすのです。
　また、年月が経った祖霊は氏神様となり、特定の場所に祀られその地域を護る神様に昇華して行くのです。
　古代日本の信仰は神道でした。人が死ぬと黄泉の国に往くとされていました。黄泉の国はこの世のすぐ近くにあり、穢れた世界・恐ろしい世界と考えられました。ですから死人は穢れているとされ、その穢れを払拭するために禊ぎをしたのです。その簡単な方法が塩で浄めることだったのです。以前は（最近は無くなりつつ有る）通夜・葬儀のお返し品に、「浄めの塩」が付いていたのはこの死に対する穢れを祓うためのものだったのです。
▽当山の浄め塩

「罪穢浄祓御塩」は、この考え方とは逆で、通夜葬儀などの儀式は聖なる式で、そこに俗世に生きるこの世の我々の罪穢れを祓い浄め、聖なる儀式に参列するという考えです。また、この世の人々が知らず知らずに穢している場所を祓い浄める意味で使います。
　ちょっと話が横道に入りましたが、ところで先祖様は本当に家に帰って来るの（？）と思っている方もいらっしゃるのでしょうね。
▼ご先祖様とは（？）

　当山でいうご先祖様とは、記憶に有る人をいいます。一般的に祖父母、長命な家系で曾祖父母でしょうか。〇〇お祖父さん、〇〇お祖母さんと名前を呼べば思い出せる人を先祖様といいます。それ以前の先祖様も勿論先祖様ですが、むしろ氏神様に成られたと考えた方が自然です。
▽ところで、正月やお盆にそこの家のご先祖様が帰るかどうか（？）以前、管長様が、「先祖さんが帰るかどうか、そんな事分かるものか」「そこの家族次第だ」と言われた事があります。何々、正月やお盆にはどこの家にもご先祖様はお帰りでは無いという事ですか。
　そうなのです。やはりそこの家族次第なのです。家族が先祖様の帰りを強く望んでいる所には帰られるし、そうではない家には帰られないのですね。そりゃそうです。この世の人も、兄弟親戚や仲の良い友達の家にも、「泊り掛けで遊びに来い」と誘われなければ中々行けないのと同じです。
　ご先祖様も同じです。望まれたら里帰りもしますが、そうでもなかったら帰りません。それには理由があります。この世の人が「お帰り下さい」と願わなければ、霊道が開かないのです。つまり、あの世とこの世を結ぶ道路が通行出来ない状態になっていては、帰りたくとも帰れないのです。
▼「霊道」とは（？）
　そもそもこの世の人があの世の存在を信じなければ、この霊道は開通しませんし恩恵を受ける事も出来ません。「霊道」と書くとあの世からこの世に繋がる道ですので、イメージとして国道や高速道路を考えますが、電話線の光ケーブルやテレビ・ラジオの電波などのイメージもあります。
　とにかく大切な事は、霊道が開きあの世からこの世に来やすくする方法です。また、あの世からの電波（霊波）が受信出来るようにする事です。この世からの念を送り届ける事が出来る事です。そのためには、この世の人が日々霊道が開く努力をしなければなりません。
　日々仏壇に手を合わせる。盆正月彼岸などに墓参りに行くなどは、ご先祖様を偲ぶ行為であり、霊道を開通させるスイッチを入れる事です。
▼ご加護
　日頃からこの霊道スイッチをオンにし、通行し易い状態にしておく必要があります。管長様が良くいわれるのが、「先祖様は窓越しに子供たちが遊ぶ姿を観ておられる。そこに暴走車が突っ込んで来そうな状況になった。窓に丈夫なガラスが入っていたら直ぐに飛び出して子供を助ける事が出来ない。しかし日頃から霊道が開いている先祖様は、瞬時にガラスが消え飛び出して子供を助ける事が出来る」これが先祖様のご加護です。また、ノーベル賞受賞者や発明家は、九九％の努力と一％の「ヒラメキ」だといいます。この一％のヒラメキは実はあの世からの霊界通信なのです。その他にも、良縁を得たり、仕事運を得たり、これが恩恵です。
▽これで先祖供養の意義にお気づきだと思います。愛しい人、会いたい人の事を強く思い、感謝の気持ちを念じる事が霊道を開くスイッチなのです。
▽あの世（仏の世界）を信じて、「南無釋空満」と唱える事も、霊道開通のスイッチオンなのです。　　　　合掌
